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第 26 号 2026 年秋 

 
先の９月５日、水子貝塚星空シアターが開催さ

れました。本イベントは、今年で第 29 回を数え

ることとなりました。台風の影響も心配されまし

たが、当日は好天に恵まれました。 

１５時からのイベント開始時には、富士見太鼓

の会の皆さんによる力強い演奏が会場を盛り上

げ、続いて園児の皆さんによるおみこし行列・御

柱行列が元気よく行き交いました。 

園内には、地域の団体による模擬店に加えて、

縄文体験コーナーも設営されました。まが玉づく

り・火おこしなどを、子供から大人まで、多くの

来園者の方々に体験していただきました。 

特設ステージにおいては、富士見太鼓の会の皆

さんの後も、市内で活躍する団体の皆さんによる

ダンスや歌の披露がありました。最後には中桐
な か ぎ り

聖
せ い

弥
や

さんのミニライブが行われ、素敵な歌声を披露

していただきました。 

 来賓の方々を迎えてのセレモニーの後、辺りが

暗くなり始めたところで、メインイベントである

映画の上映が始まりました。今年の映画は「ボス・

ベイビー ファミリー・ミッション」でした。 

地域の消防団の皆さんをはじめ、多くの方々に

ご協力をいただいているイベントです。ご参加い

ただいた皆さん、本当にありがとうございました。 

水子貝塚星空シアター開催！ 
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水子貝塚公園に秋が訪れるとともに、赤トンボ

の群れがやってきました。この時期に群れでやっ

てきて、皆さんが最も普通に見る赤トンボは主に

アキアカネという種類です。 

実はアキアカネは初夏の短い期間にも見られ

ることがあるのですが、この時期は体が赤くない

のでアキアカネと気づかないのです。 

アキアカネは日本の稲作と関係の深い昆虫で、

秋の長雨や台風で水の溜まった田んぼや、ちょっ

とした水たまりにも産卵します。 

水中に産みつけられた約 0.5 ㎜の卵は発生を

途中で止め、冬を越します。この卵は寒さや乾燥

に強く、田んぼの乾いた泥の中で春を待ちます。 

春になり、暖かくなると、田植えの準備が始ま

り、苗代や田に水が入り、アキアカネの卵が休眠

から覚めて孵化
ふ か

します。孵化した幼虫（ヤゴ）は

同じように休眠から覚めて孵化したミジンコや、

成虫
せいちゅう

越冬
えっとう

した蚊が産卵して孵化した幼虫（ボウ

フラ）などを食べて成長します。 

ヤゴはおよそ2か月で羽化
う か

し成虫になります。 

未熟な成虫は黄色っぽい色をしていて、暑い夏

を避けるように涼しい山地や高原などに群れで

移動して蚊など小型の昆虫を食べ、成熟を進めま

す。体が大きくなることはなく、生殖器官の充実

や長距離移動の体力を養う期間です。 

夏の暑さが落ち着く秋彼岸の頃から、山を降り

てくるようになり、10月には成熟した赤い体に

なって、交尾・産卵をするようになります。 

 

アキアカネの卵の乾燥に対する耐性の強さに

関するエピソードを一つご紹介しましょう。 

秋、遺跡の発掘調査において、遺構を保護する

為に新品のブルーシートで覆っていたのですが、

水面と勘違いしたアキアカネが乾いたブルーシ

ートに産卵し、調査終了まで雨水が溜まることも

なく、それを春に別の調査で使用していたら、雨

水が溜まり、ヤゴが大量発生したのです。 

ブルーシートの雨水が溜まったところに産卵

したものが、一旦乾燥して春に孵化することはよ

くあるのですが、秋とはいえ、太陽光の当たるブ

ルーシートは高い温度になるはずです。そこまで

乾燥した卵が越冬し、春になって初めて水に浸か

って孵化するとは、思いもしませんでした。 

さて、もう一種、水子貝塚公園でよく見る赤ト

ンボがコノシメトンボです。翅の先端が茶色いこ

とが特徴です。田んぼなどで卵で越冬し、初夏に

発生するのはアキアカネと同じですが、大移動は

せず、初夏に羽化すると、夏には水子貝塚公園や

市内の神社などにあるような森下で過ごすこと

の多い赤トンボです。アキアカネのように大きな

群れにはならずに単独で過ごすトンボでもあり、

居場所を転々と変えることもあります。 

 アキアカネ、コノシメトンボのような止水性
し す い せ い

の

トンボは田んぼや湿地の減少で幼虫の生息環境

が失われ、個体数は減少傾向です。 

トンボは蚊やハエなどの害虫を食べるため、益

虫とされています。また、戦国時代には前にしか

飛ばないトンボは『勝虫』とも呼ばれ、縁起の良

い虫として、武具や家紋の意匠に使われました。 

日本の古名『秋津
あ き つ

洲
しま

』の『秋津』とは、トンボ

の古名のことです。このように日本とのつながり

の深いトンボを観察してみませんか？ 

 

アキアカネ コノシメトンボ アキアカネの卵 
（方眼は１mm） 
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水子貝塚資料館では、11 月 23 日(祝)までを展

示期間として、コーナー展示「小さな弥生土器」

を開催しています。令和８年度の博物館実習生が

展示作成を担当しました。 

この展示では、水子貝塚から西 420ｍほどにあ

る松山
まつやま

遺跡から出土した、手のひらに収まるほど

小さな土器を見ることができます。弥生時代後期

(約 1,800～2,000 年前)ごろのものです。長軸

3.6ｍと小ぶりな竪穴住居跡の、炉跡直上からそ

の周辺にかけての約 1.4ｍ四方の範囲から、9 点

がまとまって出土しました。 

９点の土器は、直線的でコップのような器形を

したグループと、曲線的で、ややくびれた器形の

グループの２種類に分類することができます。 

松山
まつやま

遺跡出土の「小さな弥生土器」 

全体から受ける印象として、あまり丁寧
ていねい

に作ら

れた土器には見えません。一方で、胎土
た い ど

の特徴や

製作方法、器形には統一感があり、一括的に製作

されたものであるように感じられます。 

胎土
た い ど

の質、器面の仕上げ方の粗さなどから、液

体を汲
く

んで貯蔵しておいたり、煮沸
しゃふつ

させたりする

日常使いの土器としては不向きでしょう。9 点と

もほぼ完形で残されていたことから、竪穴住居の

廃絶
はいぜつ

に伴う儀礼などの祭祀
さ い し

的な行為のために製作

され、祭祀が終わった後にはそのまま廃屋となっ

た竪穴住居に捨てられた、ということなのかもし

れません。あるいはこれらの土器をその場に残し

ていくことも、祭祀の一部に組み込まれていたの

でしょうか。また、この土器が見つかった竪穴住

居跡は同時期の一般的なものより小さいため、居

住ではなく何らかの祭祀的な行為を行うための施

設だった、という可能性も考えられそうです。 

現在は想像の域を出ませんが、今後の出土例の

増加に期待したいところです。 

是非、展示期間中に資料館に訪れていただき、

小さな土器から当時の人々の生活について考えて

みてください。 

松山遺跡出土の小型土器 

直線的でコップのような器形をしたグループ。 

(右下の赤いスケールは 5 ㎝) 

松山遺跡出土の小型土器 

ややくびれた器形のグループ。 

左手前の１点のみ、口縁部に 1 対の 

孔が開けられている。 

(右下の赤いスケールは 5 ㎝) 
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土器づくり教室 

市内出土の縄文土器をモデルに土器を作ります。 

日時 ①11月 29 日（日）10 時～16時 

    事前学習、粘土こね 

   ②12月 6 日（日）９時～１７時 

    土器の成形 

   ③12月 20 日（日）10 時～12時 

    土器のみがき 

   ④１月１7日（日）10 時～14 時 

    土器の焼成 

定員 15 人（申込順） 

対象 小学 4 年生～大人 

参加費 500 円 

１１月 7 日より電話・窓口にて受付開始 

 

ツリークライミングⓇ体験 

日時 １１月１5日（日） 

10：00／12：15／13：50 

定員 各回 10 名 

対象 6 歳以上で運動に支障がない方 

参加費 子供 2000 円 大人 2500 円 

11 月 1 日より電話・窓口にて受付開始 

 

11～1月のイベント予定 
＊イベント予定は変更することがあります 

 最新の情報は広報富士見か公式サイトで 

入間東部地区資料館 

クイズ＆スタンプラリー開催中！ 

富士見市・ふじみ野市・三芳町の博物館・資料

館を巡って、クイズ＆スタンプラリーに参加

しよう！７館すべてのスタンプを集めた方に

記念品をプレゼント！（なくなり次第終了） 

 

第 12 回 入間東部地域史研究発表会 

「新田開発と耕地改良」をテーマに、富士見

市、ふじみ野市、三芳町の学芸員・研究者が、

地域の歴史や研究成果についてわかりやすく

解説します。予約不要、入場無料です。 

会場 ふじみ野交流センター 多目的ホール 

日時 11 月 22日（日） 

14 時～16 時（開場は 13 時 30 分） 

定員 60人（当日先着順） 

国指定史跡 水子貝塚公園内 

 049-251-9686 

FAX 049-255-5596 

資料館HP 

二次元コード 

発行日  令和 8（2026）年 10 月 24 日 

編集・発行 富士見市立水子貝塚資料館 

〒354-0011 埼玉県富士見市大字水子 2003-1 

水子貝塚資料館 

会場 水子貝塚資料館内 体験学習室他 

時間 午前 10 時～、午後１時 30 分～ 

   受付は各 30分前より 

   各 1時間～２時間程度 

定員 各回 15 人（当日先着順） 

   ※どんぐりクッキーのみ事前予約制 

対象 小学生以上（未就学児は保護者同伴で可） 

 

 

日程 内容（参加費） 

11月21日 どんぐりクッキー（200 円）※ 

12月12日 クリスマスリース（100 円） 

12月19日 どんぐりカレンダー（300 円） 

1 月 16 日 古代の組みひもでミサンガ（100 円） 

 

土曜おもしろミューズランド 

※どんぐりクッキーは要予約！11/1～予約開始！ 

開催中！ぜひご参加ください！ 

冬休み（12/25～１/7）期間中は 

体験！いつでもセブン 

※詳しい開催カレンダーはHPをご覧ください 

※ 12 月 28 日～１月 4 日は休館日です！ 

公園はご利用いただけます。 

 


